


















































































「ドラマを素材にした Form-focused Instruction の効果―暗示的知識と明示的知識の測定
を通して―」『日本言語文化研究会論集』第 6号，51-67 引用文献： 
Ellis, R. (2005). Measuring implicit and explicit knowledge of a second language: A 
psychometric study. Studies in Second Language Acquisition, 27, 141-172. 
Schmidt, R. W. (1990). The role of consciousness in second language learning. Applied 




審査委員：主査  横山 紀子（国際交流基金） 
委員  久保 田美子（国際交流基金） 
委員  金田 智子（学習院大学） 
委員  大山 達雄 
委員 今野 雅裕 
委員 岡崎 眸（お茶の水女子大学） 
 
本論文の最終報告に引き続き、平成 22年 10月 25日（月）15時より審査委員会が開催
された。審査委員は、横山紀子連携教授（主査：国際交流基金）、久保田美子連携教授（副
査：国際交流基金）、金田智子教授（副査：学習院大学）、大山達雄教授、今野雅裕教授、
岡崎眸教授（お茶の水女子大学）の 6名であった。本研究を評価する点としては、以下が
挙げられた。 
 
1. 中国の日本語教育現場の実情に根ざした問題意識が明確であり、中国の日本語教育
の前進に貢献できる内容である。 
2. 学習者の主体性重視に向けて教育改革が進められている中国の外国語教育政策の具
体化に寄与できる研究である。 
3. 先行研究が十分レビューされた上で妥当な研究課題が設定されており、研究手法（プ
ロトコル分析）についても十分な調査研究を踏まえた上で実施されている。 
4. 簡潔で明解な文章により、極めて論理的で説得力のある論文となっている。 
5. 本研究が学習者の学習能力・学習方略に着目し、指導の学習成果を検証するに留ま
らず、教室外の学習にも及ぶ認知活動の変化を明らかにした点には新規性がある。 
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6. 明示的知識と暗示的知識を分けて測定する試みは、日本語においては初めてあり、
日本語の文法項目を適用したオリジナルのテストを作成・実施・分析して、一定の
成果をあげた点は評価できる。 
7. 研究計画、データ収集、データ分析から論文執筆、博論審査発表会に至るまで、計
画的な実行を進め、その過程で研究者としての自立性を確立したと考えられる。 
 
一方、以下のように、今後への課題も指摘された。 
 
1. 指導前後の認知活動は調査されたが、指導を施した時点における学習者の認知活動
を探る試みを今後の課題としてほしい。 
2. 明示的知識と暗示的知識の測定方法、文法項目の用法別の習得難易度を踏まえた上
でのテスト例文の選択、結果の分析にはやや不十分なところがある。 
3. プロトコル調査の結果、「気づき」の対象は「その他」「文化」が大きく「言語」
は最も小さいことから、将来的には、「言語」のみでなく、「文化」「その他」に
も広げた分析を期待したい。 
4. ドラマの種類による効果の違いを探求することも今後の課題である。 
 
以上のコメントを受けて、著者は必要な加筆修正を施した修正稿を提出し、主査の最終
確認を経た上で博士論文最終版を提出した。 
